
図１：屋内人物位置推定および行動追跡実験例

図２：ターゲットの距離・時間・速度特性
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アピールポイント つながりたい分野（産業界、自治体等）

・見守りシステムやセキュリティ、マンロケー
ション管理など人の行動に関する応用分野
・ターゲットの識別や動作認識（マンマシンイ
ンターフェース）等の応用分野

カメラ等の光学センサの適用が難しいエリア
でのモニタリングに適したセンシング手法です。
特に動きを敏感に検出し、単なる物体検出のみ
ならず機械学習による認識も可能です。
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ミリ波レーダを用いた人物モニタリングと動作認識
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近年のミリ波レーダの発展に伴い、自動車レー
ダ以外にも様々な分野への応用が期待されていま
す。特にMIMOレーダ（複数送信・複数受信）に
より距離のみならず、空間的な位置の推定も可能
となってきています。我々の研究室では、より高
い空間分解能を実現するためのアンテナ構成およ
び信号処理手法を開発し、少ない送受信素子数の
まま、飛躍的に分解能を改善する技術を開発して
います。

図1は市販の79GHz帯MIMOレーダを用いた屋
内人物（3名）の位置検出および行動追跡結果の
一例です。市販品では人物を分離する十分な分解
能が得られていませんが、開発手法では、同じ
ハードウェア規模で高い分解能が得られ、室内全
域で正確なトラッキングが実現されています。

この周波数帯のレーダは免許不要で利用できる
という利点があり、様々な用途への応用が可能で
す。近年では携帯電話に搭載し、ジェスチャによ
る操作も可能になっています。これは観測信号の
機械学習により実現されています。レーダ観測で
は、対象物体の距離、時間、速度、さらには空間
（角度）に関する情報が得られます（図２）。こ
れらを利用し機械学習による物体識別・動作認識
に関する研究にも取り組んでいます。
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